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「衣冠」。従四位以上の大大名の礼服。衛府太刀を4Hく。江戸中期の有職故実家 (古来の

武家の行事、作法などの研究者)の第一人者であった伊勢貞丈が記した「武家装東着用之

図」より。武士の服装とともに、刀の差し方なども詳細に記されている(国立国会図書館蔵)。
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武
士
の
装
い
と
刀
剣

武
士
の
服
装
・意
識
の
変
遷
と
と
も
に

が
た
な
　
　
い」
し
ら
え

変
化
発
展
し
た
打
刀
椿
の
意
匠

椿
と
は
刀
の
外
装
の
こ
と
を
指
し
、
鞘
や
鐸
、
柄
、
そ
の
付
属
品
の
総
称
を
い
う
。

鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
末
期
ま
で
主
流
で
あ
っ
た

太
刀
持
（刃
が
下
向
き
に
な
り
腰
に
下
げ
る
）
に
変
わ
り
、

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
入
る
と

打
刀
格
（刃
が
上
向
き
に
な
り
腰
に
差
す
）
が
主
流
と
な
っ
た
。

多
種
多
様
な
意
匠
の
打
刀
持
が
造
ら
れ
た
歴
史
的
背
景
を
考
察
す
る
。

文
左
伊
藤
竺
二
市甘
（刀
剣
史
研
究
家
）

”
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へ
ん

せ
ん

機
は
フ
ァ
ツ
ン
ョ
ン
の
一部

フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
と
は

絆
は
戦
闘
時
に
は
軍
装
品
だ

が
、
平
時
に
は
武
士
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の

一
部
で
あ
る
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
あ
る
時
点
に

お
い
て
人
々
の
間
で
流
行
し
て

い
る
ス
タ
イ
ル
や
風
習
で
、
服

装
、
装
身
具
、
美
容
（
理
容
、
髪

型
、
化
粧
）
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

誓
は
装
身
具
で
あ
り
、
衣
服
と

の
調
和
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
上
級
武
士
に
打
刀

格
が
広
ま

っ
た
の
も
戦
闘
方
法

の
変
化
で
は
な
く
、
室
町
期
の

大
紋
、
素
襖
の
礼
装
に
代
わ
り

一肩
衣
小
袖
が
主
流
に
な

っ
た
服

電

日

配

巌

欄

脚

．謂
醜
麟
囃
甕
獅
纂
算
韓
縦
絆熱
嬌
炒

一簿
馨
甕
轟
難
機
，

一”嫌協
婢
饉
噌
鐵
繋
盤
魏
録
諄
墨
覇
壺
稀

太
刀
怖
の
種
類
（衛
府
太
刀
、
糸
巻
太
刀

ど
）
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

一
般
の
武
士
も
袢
で
の
登
城
や
冠
婚
葬

祭
の
場
で
は
株
指
（番
指
、
献
上
絆
、
御
城

指
）
と
称
さ
れ
る
杵
が
基
本
と
な
る
。
鞘
は

一

―

―

目

―

装
の
変
化
に
対
応
し
た
た
め
と
さ
れ
る
。

服
装
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
と
カ
ジ
ュ
ア
ル

が
あ
り
、
公
式
の
場
で
は
身
分
に
応
じ
た

服
装
・格
が
必
須
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は

高
位
の
武
士
は
官
位
に
応
じ
て
侃
用
す
る

η

,,1
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溜
塗
打
刀
杵
（明
智
袢
）

束
一示
同
」Ⅵ
博
物
館
蔵

戦
国
時
代
に
生
ま
れ
た
天
正
格
を
代
表
す
る
明
智
杵
の

一
作
。
武
士
の
実
用
に
応
え
た
造

り
で
、
武
将
明
智
光
秀
の
気
骨
が
に
じ
む
格
と
な
っ
て
い
る
。

朱
塗
金
蛭
巻
人
小
指

束
一示
国
工Ⅵ
博
物
館
蔵

０

豊
臣
秀
吉
が
侃
用
し
た
大
小
の
刀
の
持
で
、
華
や
か
な
桃
山
持
。
鞘
は
朱
漆
塗
の
上
に
金
の

薄
板
を
蛭
巻
と
し
、
柄
の
頭
や
鞘
の
錯
に
は
金
無
垢
の
金
具
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
（大
・総

長
９４
・９
Ｃｍ
、
小
・総
長
６‐
．９
ｃｍ
、
重
要
文
化
財
）。

色
で
身
分
を
示
す
藩
も
あ

っ
た
。
フ

マ
ル
な
装
い
だ
け
に
、
汚
れ
は
恥
で

に
柄
糸
を
巻
き
直
し
て
い
た
の
で
あ

こ
の
手
の
黒
呂
色
鞘
の
格
は
江
戸

黒

呂

色

塗

竹

雀

紋

金

具

献

上

大

小

椿

個
人
蔵

上
杉
家
の
当
主
が
家
督
を
継
い
だ
時
に
用
い
た
格
調
高
い
大
小
持
で
、

は
無
銘
大
進
房
が
納
め
ら
れ
て
い
る
（写
真
／
図
録
曇
不高
な
る
造
形

博
物
館
刊
よ
り
）。

大
は
無
銘
行
光
、
小

日
本
刀
』
毬
留
市

黒
呂
色
、
柄
は
自
鮫

の
上
か
ら
黒

の

で
菱
に
巻
き
、
頭
は
黒
塗
り
の
角
、

柄
、
算
は
赤
銅
魚
子
地
に
定
紋
色
絵
で

る
。
各
藩
や
藩
士
の
身
分
や
財
力
に
よ

て
小
異
が
出
る
程
度
で
あ
る
。
下
げ

を
通
し
て
武
士
身
分
の
家
に
必
ず
存
在
ヽ

た
。
黒
の
礼
服
と
同
様
に
個
性

‐
―ま

れ
な

い
杵
で
あ
る
。

天
正
絆
・慶
長
椿

高
級
武
士
の
個
性
発
揮

天
正
杵
と
は
戦
国
時
代
に
生
ま
れ
た

刀
杵
を
称
し
て
い
る
。
数
少
な
い
な
が
ヽ

も
現
存
し
て
い
る
の
は
、
寺
社

ヘ

品
や
、
藩
祖
や
高
名
な
武
士
の
差
料
と
Ｌ

て
大
事
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
・

徳
川
家
康
の
助
真
杵
や
明
智
左
馬
助
・

の
明
智
杵
、
厳
島
神
社
の
西
蓮
の
格
な
ド

が
知
ら
れ
て
い
る
。
中
・下
層
ク
ラ
ス
の
、

士
や
庶
民
の
杵
は
法
隆
寺

の
西
円
堂
の

納
物

に
残

っ
て
い
る
が
、
魅
力

の
あ
る

の
は
少
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

安
土
桃
山
時
代
は
、
佗
び
茶
の
流

同
時
に
黄
金

の
茶
室
が
生
ま
れ
た

あ
る
。
こ
の
時
代
の
高
級
武
士
の
棒

長
杵
（桃
山
持
）
と
も
称
さ
れ
る
が
、

で
美
的
セ
ン
ス
に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
の
朱
鞘
に
金
の
板
を
蛭

に
し
た
金
蛭
巻
朱
塗
大
小
格
（Ｐ
８７
‐
２２
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御国楕の概要

肥後frF

柳生椿

尾張椿

庄内椿

薩摩lrF

仙台格

影響を与えた人物:新チ1豊斎、営米議巌

彎属層選鼈 鶉 辣 i軋猾
蟷 写 蝙 渕 饒 貪 鯰8[:kで返専捨鰹り[な阜釜多臭ぷ腎ΥキIZ:量復幕|よ:薫翼縫窪薔

る。流行の理由は不明だが、肥後藩は赤穂浪士に対する扱いが良かったことが知られ、人気が高い藩であったことも一因と考えられる。

影響を与えた人物 :柳生連也厳包

il舅 礼 亥 品 晏 晰 郵 fi塀 宦 勒 [鼈 、i予 愧 鮮
し、尾張杵も柳生杵をベースにしている。

影響を与えた人物:藤学権ギli軌援、普善夫若■it羮雰(共に幕末の藩重臣)

[   Rttρ
玲 趙 霊陽 I燿:曇爵卵
混W蟷 最び寵舅 儡 鱚 鶴 螢

救われ、西郷ファンになった人物が多い。

影響を与えた流派など:不現流、薬丸自顕流、薩摩藩士風 (抜いたら相手を殺すか自分が死ぬ)

i]は⑫i蒻に競Ii算ポ酷駆縣蠅り1:[『』頭まヽ[i軋聯
金物というのも多い。

影響を与えた人物、流派など:不明。伊達者の語源との説もあるが質実剛健、江戸時代初期の様式を持つ。

仙台藩9詐補差9著O質素を旨とし、満は顔と線に比して中程が細く、頭ギにォょ翁Ё轟寧島栞ty窓」蟹蟄積討亀亀&纏占轟8璽像壼l廣糞鼻たは柄革にも黒漆をかける。金具は国元のものを使うように指示され

鞘にするなら、赤い 5分幅の筋を左巻きにして 5つ巻くように定められていた。

御国捕 も時代潮流や侃用者の身分、財力、好みにようで差異がある。例えば鮫鞘は贅沢品で高位

森者獣P許されていない藩もある。また摘の構成要素のそれぞれに細かい掟があるが、ここでは
柄や鞘などの外観からわかる特徴的な点を著者なりの視点でまとめておく(文/伊藤三平)。

lrf:照

は 大「
青な小 :

日本刀大百科事典』(福永酔剣著)の各持の項や、『庄内金工名作集Jの佐藤寒山氏の著述、『薩摩持』(調所―郎著)、「刀剣美術」297～299号所載の「尾張持 (合柳生絆)に就いて」
真之著)などを参考にする。

（緑
）
漆
の
鞘
に
金
板
を
霰
の
よ
う
に
叩
き

出
し
た
も
の
を
貼

っ
て
い
る
。

佗
び
茶
の
文
化
を
反
映
し
た
格
が
細
川

三
斎
の
信
長
杵
、
歌
仙
格
、
希
首
坐
怖
な

ど
で
、
研
出
鮫
鞘
に
柄
下
地
の
鮫
を
黒
く

染
め
、
柄
糸
は
燻
べ
革
が
基
本
で
あ
り
、
，
）

れ
ら
が
肥
後
杵
（Ｐ
８７
‐２４
参
照
）
の
お
手
本

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
武
将
は
当
世
具
足
に
異
形

兜
で
自
己
顕
示
欲
を
衡
い
も
無
く
発
露
し

て
い
た
。
絆
も
同
様
で
、
格
か
ら
侃
用
し
て

い
る
人
物
を
推
察
し
た
秀
吉

の
逸
話
を

『常
山
紀
談
Ｌ
湯
浅
常
山
著
）
は
伝
え
て
い

２り
。「秀

家
（宇
喜
多
）
は
美
麗
を
好
む
が
故
黄

釦
を
鎌
め
た
る
刀
こ
れ
な
る
べ
し
。
熟
騰

（上
杉
）
は
父
の
時
よ
り
長
剣
を
好
め
り
。

寸
の
延
び
た
る
刀
こ
れ
に
当
た
り
き
。
利

家
（前
田
）
は
又
左
衛
門
と
い
ひ
し
時
よ
り

先
陣
後
殿
の
武
功
に
よ
り
、
今
大
国
を
領

す
れ
ど
も
昔
を
忘
れ
ず
。
革
巻
た
る
柄
の

刀
、
，
】れ
他
の
主
に
あ
ら
ず
と
思

へ
り
。
輝

元
（毛
利
）
は
異
風
を
好
む
、
異
る
体
に
飾

な
ぜ
る
刀
こ
れ
な
ら
ん
。
江
戸
大
納
言
（徳

川
家
康
）
は
大
勇
に
し
て

一
剣
を
頼
む
の

心
な
く
。
取
繕
ひ
た
る
事
も
な
く
又
美
麗

も
な
き
刀
其
の
志
に
叶
ひ
た
り
」
と
述

べ

た
話
だ
。

当
時
の
高
級
武
士
の
格
は
用
い
る
人
物

の
性
格
を
紡
彿
さ
せ
る
よ
う
に
個
性
的
で

あ
り
、
魅
力
的
で
あ
る
。

自
己
顕
示
を
自
由
闊
達
に
表
現
す
る
風
．

潮
が
行
き
着
く
先
に
放
縦
無
頼
が
あ
り
、

江
戸
時
代
初
期
に
は
「
か
ぶ
き
者
」
、
江
戸

時
代
前
期
に
は
「旗
本
奴
Ｌ
町
奴
」
と
い
う

異
風
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
乱
暴
狼
藉
を
行

う
反
社
会
的
集
団
が
生
ま
れ
る
。
幕
府
は

何
度
も
禁
令
を
出
し
、
刀
装
で
は
長
大
な

刀
に
人
揮
や
人
角
鋼
、
そ
し
て
朱
鞘
、
黄
漆

鞘
、
自
檀
鞘
、
梅
花
鮫
鞘
や
紅
の
下
げ
緒
な

ど
を
具
体
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
旗
本
奴

に
は
自
柄
組
、
赤
柄
組
が
あ
り
、
，
）の
よ
う
一

な
派
手
な
作
で
闊
歩
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
集
団
が
好
ん
だ
格
は
、
禁
令
に
抵

触
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
存
し
て
い
な
い
。

寛
文
・元
禄
後
半
以
降
の
椿

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
持
の
動
向

長
命

の
幕
臣
新
見
正
朝
が
享
保
１７
（
１

７
３
２
）年
の
８２
歳
時
に
著
し
た

『
八
十
翁

疇
情
話
』
の
中
で

Ｆ
具
寛
文
頃
）
は
、
差
す

人

の
年
齢

や
、
体
力
、
好
み
で
、
刀
・脇
指

の
長
短
、
重
量
は
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
て
い
た

が
、
一几
禄
の
後
半
か
ら
は
、
持
も
細

い
の
が

流
行
れ
ば
、
み
な
細
く
な
り
、
鞘
も
平
た
い
一

の
が
流
行
れ
ば
、
み
な
平
た
く
な
る
と

い

う
状
況
と
な
り
、
時
代
に
合
わ
ぜ
て
造
り
・

替
え
な

い
と
流
行
に
遅
れ
て
し
ま
う
と
い

一

う
風
潮
に
な

っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
江
戸

一

時
代
前
期
ま
で
は
侃
用
す
る
武
士
の
体
力
、

好
み
が
出
た
杵
だ

っ
た
の
が
、
一九
禄
後
半

析
ら
は
時
代

の
流
行

（
そ
れ
も
軟
弱
な
風

■
■
■
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潮
）
に
影
響
を
受
け
て
画

一

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

江
戸
時
代
は
元
和
の
武
家
諸
法
度
か
ら

武
士
に
倹
約
を
求
め
て
い
る
が
、
寛
文
３

（
１
６
２
６
）
年
の
諸
氏
法
度
に
「兵
具
の

帰
石
下
運
驚
娩
」と
あ
る
よ
う
に
、黙
財
に

分
相
応
に
凝
る
の
は
是
認
さ
れ
て
い
た
。

場
に
ふ
さ
わ
し
い
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
怖
（平
常

指
）を
時
代
の
潮
流
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
（役
職
、
年
齢
、
財
力
な
ど
）
で
作
り
替

え
て
い
た
わ
け
だ
。
徳
川
吉
宗
が
鷹
狩
り

時
に
侃
用
し
た
梅
花
鮫
鞘
持
が
格
好
良
く

肥
後
桁

個
人
蔵

細
川
三
斎
の
「信
長
杵
」
の
形
式
を
踏
襲
。
細
川
家
の
何
代
目
か
の
当
主
の
差
料
と
考
え
ら

れ
る
名
作
で
あ
る
（写
真
／
図
録
ど
不高
な
る
造
形
　
日
本
刀
』
都
留
市
博
物
館
刊
よ
り
）
。

的
な
格 :
に
な

て
、
大
名
。旗
本
に
流
行
し
た
と
の
話
も
伝

わ

っ
て
い
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
は
町
人
も
脇
指

一
本

は
指
ぜ
た
。
井
原
西
鶴
の
『好
色

一
代
男
』

（天
和
２
年
刊
）
に
は
大
尽
の
格
と
し
て

「七
所
（縁
、
柄
頭
、
日
貫
、
折
金
、
栗
形
、
裏

瓦
、
外
を
揃
い
の
図
柄
で
造

っ
た
も
の
）
の

大
脇
指
で
、
少
し
反
り
が
あ
り
、
藍
鮫
を
鞘

に
か
け
、
鉄
の
古

い
鋼
の
小
型
の
も
の
を

つ
け
て
、
柄
は
長
く
し
て
、
金
の
四
目
貫
を

用
い
る
。
そ
れ
に
鼠
屋
製
の
藤
色
の
下
げ

緒
を
附
け
て
い
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
普
通
の
町
人
の
道
中
差
し
な
ど
は

粗
末
な
も
の
で
あ
る
。

元
禄
期
以
降
に
刀
装
金
工
の
名
工
が
数

多
輩
出
し
て
き
て
、
排
の
金
具
類
を
金
工

作
品
で
飾
る
こ
と
が

一
般
化
し
て
く
る
。

鞘
の
種
類
（塗
り
、
刻
み
方
、
貼
る
材
質
な

ど
）
だ
け
で
数
百
種
あ
り
、
柄
糸
の
色
や
織

り
方
、
巻
き
方
な
ど
組
合
わ
ぜ
は
千
差
万

別
と
な
る
。
凝

っ
た
美
し
い
杵
も
生
ま
れ

た
が
、
鞘
は
傷
付
き
、
破
損
し
や
す
く
、
柄

糸
も
摩
耗
す
る
。
付
属
の
金
工
作
品
が
価

値
あ
る
も
の
だ
と
持
か
ら
解
体
さ
れ
て
伝

わ
る
こ
と
に
な
る
。
現
存
し
て
い
る
衣
装

が
少
な
い
よ
う
に
、
，
）
の
時
代
の
魅
力
的

な
杵
も
少
な
い
。

な
お
平
常
指
の
中
に
御
国
格
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
る
。
肥
後
袢
の
他
に
、
尾
張
持
、

薩
摩
怖
、
庄
内
怖
、
仙
台
絆
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。
加
州
格
の
記
録
も
あ
り
、
影
響

力
の
あ
る
大
藩
で
、
そ
の
土
地
に
金
工
流

派
が
い
た
地
に
は
存
在
し
た
可
能
性
が
高

い
が
、
大
勢
に
同
調
す
る
風
潮
の
中
で
は

小
異
と
し
て
埋
没
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
鉦
に
は
尾
張
、
加
州
、
肥
後
、
水
戸
、
薩

摩
、
大
坂
、
庄
内
、
川
越
な
ど
の
名
称
が
残

っ
て

い
る
。

Ｌ
な
御
国
杵

の
概
要
は
Ｐ
８７
‥
２３
の
表

の
と

お
り

で
あ

る
。

洋
風
フ
ァ
ッ
ンヽ
ョ
ン
に
も

影
響
さ
れ
た
幕
末
の
機

安
政
２
（１
８
５
５
）年
に
幕
府
の
武
芸

略災澤ヒ上機舅』緋僚茜籠著)より。同書には、美恩が所用していた持
として「七所」の豪華な大脇指がという描写がある(国立国会図書館蔵)。

教
胃
所
の
講
武
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
に

通
う
幕
臣
子
弟
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
講
武

所
風
と
し
て
流
行
し
、
講
武
所
持
も
人

に
な
る
。
長
い
刀
身
で
、
柄
も
長
く
、
柄
糸

は
自
で
幅
の
狭

い
も
の
を
小
菱
に
巻
く
。

縁
頭
は
銀
無
垢
か
金
象
嵌
で
家
紋
、
鞘
は

朱
鞘
、
小
尻
は
鉄
と
い
う
目
を
惹
く
も
の

だ

っ
た
が
所
詮
は
格
好
優
先
で
あ
り
、
数

年
で
廃
れ
た
。

幕
末
に
は
西
洋
風
衣
服
を
軍
装
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
式
軍
隊
調
練
が
広
ま
る
中
で

サ
ー
ベ
ル
に
似
た
突
兵
袢
と
言
う
鞘
尻
が

次
第

に
先
細
り
に
な
り
、
ゆ
る
く
尖

っ

い
る
も
の
が
流
行
し
て
明
治
の
廃

迎
え
る
。
過
去
の
遺
物
に
な

っ
た
日
本

と
持
が
、
軍
刀
格
と
し
て
近
代
兵
器
の

で
過
ど
す
こ
と
に
な
る
の
は
日
本
民
族
の

遺
伝
子
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

打刀持の流行と時代


